
はじめに

　セイタカアワダチソウ（Solidago altissima）は，
我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来
種リストのうちの総合的に対策が必要な外来種（総
合対策外来種）とされ（環境省，2015），白山地域
でも分布が確認されている（野上・吉本，2012）。
白山地域での分布拡大が危惧されることから，石川
県側においては主要地方道白山公園線（以下，白山
公園線という）で除去を行うことでその抑制効果が
期待されることから，2012年から毎年分布状況調査
と除去作業が行われている（野上・吉本，2012；野
上，2013；野上・宮下，2015；野上ら，2016；野上
ら，2017；平松ら，2018）。本報告では，2018年か
ら2022年にかけて行ってきた石川県側の白山公園線
周辺における分布状況調査と除去について，その結
果を報告するとともに，2012年からのセイタカアワ
ダチソウの分布状況の変化と除去の効果について考
察した。
　なお，2018年，2019年において調査に協力してい
ただいた有限会社竹内産業および，白山公園線道路

での調査と除去作業に協力していただいた石川県石
川土木総合事務所に御礼申し上げる。

方　　法

分布調査および除去作業
　セイタカアワダチソウの分布調査及び除去作業は
石川県白山市白峰地区にある白山公園線およびその
沿線にある市ノ瀬園地で行った。2018年から2022年
にかけては白山公園線の風嵐ゲートから市ノ瀬まで
の約10.6kmの区間，2019年からはこれに市ノ瀬か
ら別当出合まで約5.4kmの区間を加えた16.0kmの区
間で行った（図 1）。
　調査及び除去作業は，セイタカアワダチソウが開
花して判別がしやすくなる 9 月下旬から11月上旬に
かけて，表 1 に示す日程で実施した。
　除去作業は，確認したセイタカアワダチソウにつ
いて，根茎も含めて全草を抜き取って行った。除去
したセイタカアワダチソウについては，全て現地で
茎数，湿重量，最も大きな茎の地上高を生育場所ご
とに計測した。これらの項目については，開花個体
はその場所での個体群の成熟を示すものであるた
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め，花をつけた地上茎（開花茎）と花をつけていな
い地上茎（非開花茎）に分けて計測を行った。また，
風嵐ゲートから市ノ瀬までの区間については，風嵐
ゲートからの距離を使用車両のトリップメーターを
用いて0.01km単位で計測した。なお，地上茎の扱
いについては，中島ら（2000）と同様，ラメットの
単位で扱った。
　白山公園線沿線上での分布状況を検討するため，
風嵐ゲートから市ノ瀬までの区間について，2 km

ごとに区分して確認地点数，除去湿重量を集計した。

結　　果

セイタカアワダチソウの分布および除去結果
（１）風嵐から市ノ瀬までの区間
　白山公園線全線では，2020年に生育地点数，茎数，
湿重量いずれも増加したものの，確認地点数はやや
減少傾向，除去茎数と湿重量については当初より大
きく減少してきている（図 2，図 3，図 4）。
　2 km区間ごとの推移を見ると，セイタカアワダ
チソウは全線に均等に分布しているのではなく，風
嵐ゲートより 0 ～ 2 kmの区間（風嵐ゲート入り口
付近）と風嵐ゲートから 6 ～ 8 kmの区間（宮谷合
流部から北陸電力市ノ瀬発電所付近の区間）に集中
して生育している傾向が見られた。確認地点数につ
いては減少してきており，湿重量についてはやや減
少傾向が見られた（図 5，図 6）。
　一方，2～ 4 km，4～ 6 km，6～ 8 km区間は生
育地点数が少なく，一度生育が確認されなくなると
しばらく生育が確認されない期間が続いた。なお，
10km～市ノ瀬の区間については，2012年から2022
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図１　セイタカアワダチソウ調査地の概要（距離は風嵐ゲートからの距離を表す）
　　　　　　
表１　 2018年から2022年にかけてのセイタカアワダ

チソウ調査・除去の実施日

年 実施日
2018年 10月11日，10月12日，10月24日，10月31日
2019年 9月30日，10月12日，11月5日
2020年 11月4日，11月11日
2021年 11月2日
2022年 10月19日



年にかけて，生育は確認されていない。
（２）市ノ瀬園地
　市ノ瀬園地内については，2018年，2019年は 3 地
点で確認されたが，2020年，2021年は 5 地点に増加
し，2022年も 6 地点で確認された（図 2）。茎本数
および湿重量については，2018年から2022年の 5 年
間で茎本数は約24.6倍，湿重量は約13.0倍と著しく
増加した（図 3，図 4）。
　市ノ瀬では2020年には国土交通省建物（市ノ瀬ビ
ジターセンター向かい）裏で，2021年には市ノ瀬園
地の（市ノ瀬野営場のすぐ下流）で多量の生育が新
たに確認された。これらの個体群については，発見
時の草丈が高く，着花茎数が多かったことより，発
見された年に発芽・成長したものではなく，数年前
から生育していたと考えられる（付表 3，付表 4）。
（３）市ノ瀬から別当出合までの区間
　2019年に別当出合手前のS字カーブ地点で生育が確
認され，2022年現在まで継続して生育が確認されてい
る。この個体群については生育状況より，市ノ瀬園地
と同様に，数年前から生育していたと考えられる。こ
の個体群については，発見された2019年から2022年ま

での 4 年間で茎数，湿重量ともに減少していた（図 7）。
　また，別当出合では2020年に生育が確認されたが，
生育個体をその年に除去し，2021年以降は確認され
ていない。

考　　察

　風嵐から市ノ瀬までの白山公園線沿線では，確認
地点数，湿重量の両方でセイタカアワダチソウの減
少傾向が見られている（図 5，図 6）。このため，継
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図５　 白山公園線（風嵐－市ノ瀬）における，風嵐
ゲートからの距離別の確認地点数の推移

図６　 白山公園線（風嵐－市ノ瀬）における，風嵐
ゲートからの距離別の除去湿重量の推移

図２　 白山公園線沿線上と市ノ瀬園地の確認地点数

図３　 白山公園線沿線上と市ノ瀬園地の除去茎数の
推移

図４　 白山公園線沿線上と市ノ瀬園地の除去湿重量
の推移



続的に除去を行ってきたことにより，セイタカアワ
ダチソウの生育をある程度抑えることができている
と考えられる。
　市ノ瀬から別当出合の間については，2019年から
生育が確認されているが，毎年の除去により個体群
の勢力が年々縮小している。
　一方，市ノ瀬園地においては2020年以降茎数と湿
重量の両方で著しく増加しているが，これは2020年
から2021年にかけて発見された多量に生育している
地点の個体群が影響していると考えられる。
　このように，継続的な除去活動によってセイタカ
アワダチソウの生育は抑えられている。ただし，市
ノ瀬園地のように新たに生育が確認される場所もあ
る。今後も除去活動を継続するとともに，新たな生
育地の確認にも注視しながら白山地域における分布
の抑制を図っていきたい。
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図７　 市ノ瀬̶別当出合間除去箇所における除去量
の推移
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付表 1　2018年調査におけるセイタカアワダチソウの分布状況と除去量
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付表 2　2019年調査におけるセイタカアワダチソウの分布状況と除去量
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付表 3　2020年調査におけるセイタカアワダチソウの分布状況と除去量

付表 4　2021年調査におけるセイタカアワダチソウの分布状況と除去量
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付表 5　2022年調査におけるセイタカアワダチソウの分布状況と除去量

　


